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モダリティ探索ユニット

高度化①：天然および非天然型多環骨格の構築（横島聡）

高度化②：炭素・複素環および含フッ素化合物の精密合成（山本芳彦）

高度化③：特殊（環状、N-メチル化）ペプチドの構築（布施新一郎）

高度化④：立体化学の改変と骨格修飾による核酸モダリティの創出（兒玉哲也）

＜連携＞
◯ 高度化で得られた独自の化合物群を東京大学創薬機構の化合物ライブラリーへ提供（ユニット間連携）
◯ 日本パブリックライブラリコンソーシアム（J-PUBLIC）との連携（化合物ライブラリーの拡充）
◯ フラグメント分子軌道データベース（FMODB）のDry-Wet融合研究（ユニット間連携）

＜人材育成＞
◯ 若手研究者セミナーの開催：モダリティ探索ユニットに参画する若手研究者の講演会を名古屋大学で開催
◯ BINDS合成勉強会（課題間連携）

支援②の図の一部は、K. Abe et al., 
Communications Biology の Figure 1および3a-c、
ならびに N. Umekubo et al., Organic & 
Biomolecular Chemistry の Visual Abstract を基に
改変・作成した（CC BY 4.0）。

COIの開示：本発表内容に関連して、開示すべき利益相
反はありません。
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